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にO凝集反応検査広重点をおき実験を行った結果次
の知き成績を得た。新生児 21例すべて極めて早期
に糞便中に大腸菌出現を認めた，之は新生児は出生
直後から常に大腸菌侵入の機会にさらされていると
考えられ，新生児に母体と同ーの大腸菌が 18例中
4例に見られた事は，母体が新生児大腸菌感染の有
力な源である可能性を物語っている。而して何れの
経路に依って侵スするかと言う問題に関しては産婦
陸内に大腸菌を証明した 3例について究明した結果
1例は明らかに陸内大腸菌と同ーの菌が新生児に証
明された。之は新生児が出生時産道通過の際，臆内
大腸菌を吸引する可能性を実証したものである。 
14. アノ ~9 タ・ーゼ菌に関する知見補遺
市川靖夫 
v.81分解菌である糞便アノイリナーゼ菌なるも
のが自然動物界に存するや否やを，鳩を選び，鳩糞
便より検索して， 人間の場合に於けると同様に v.
B1分解菌の検出に成功した。此の菌は既知の v.B1 
分解菌であるアノイリナーゼ菌(松川・三沢〉と相
、同の菌であることと，細菌学的性状及び免疫血清学
的性状より明らかにしその鳩糞便に於ける v.B1 
分解菌保菌率は人糞便の場合のアノイリナーゼ菌保
菌者と略同率であることを見出した。
叉同時に V.81 分解菌保菌鳩の腸内菌叢の~動を
検討し，腸内菌叢中，特に大腸菌に就て，熊糖分解
性大腸菌が薦糖非分解性大腸菌より圧倒的に高率を
占める実事を見出し，此れを白米病擢患経過中の鳩
糞便の検索によって実証した。 
15.腸内変形菌の研究
岩田 環
健康人及び患者 1150名の糞使より菱形菌 120株
を分離し P.vulgaris 33株" P. mirabiJis 67株， 
，季1株を得，疾病号7株，異型菌株rettgeru 13P~ 
節別に検出率の愛動追求した。前急性胃腸炎症状を
呈する患者の糞便より分離せる定形菌 29株に就い
てエシテロトキシシ様毒物産生の有無を検討，食中
毒原因株と認められる愛形菌3株を得た。更にその
産生する毒物について八体摂取実験を行L、，生化学
的免疫学的に追求せる結果，次の如き成績を得た。
1)此の毒素は人体に於いても動物実験に於けると
同様に著明なる胃腸炎症状を起すことからみて愛形
薗層に於てもプドウ球菌と同様に株により食中毒の 
原因となり得ることが証明された。 2) 此の毒素は
特異的抗原性を有するが，それはブドウ球菌のエ ν
テロトキシ yの抗原構造とは全く異なったものであ
る。 3) 此の毒素の本態は糖蛋自体仁属するもので 
之をそれぞれ，多糖体及び蛋白体に分劃するときは
その毒力を失う。
16.結核患者の腸内箇叢に関する研究
 
PAS投与に依各変化に就て

板垣修造 
結核患者 5名に PASを1日10g，30日間連続投
与し，その腸内菌叢の菱化を追及した所，次の如き
成績を得た。 
PAS投与すると，大腸菌群は減少し，腸球菌及び
乳酸樗菌が増加する。生菌数も減少する。以上の愛
化は，投与後第 3--5日目に最も著しく，第 10--20
日目には略々投与前と同様に復l席した。
叉 PAS'は生体内でアセチルdじされると，大腸菌
に対する抗菌力が減弱する。
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